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に作成された 84 の表と 28 の図表（諸グラフ含）が掲載されている。 
本論文は、まず、膨大な第一次史料の歴史データの解読と加工という基礎作業が精密かつ綿密に
行われている、という点で評価されなければならないであろう。人口史分析においてはその多大な労
力と長期にわたる作業が、多くの新たな事実発見を生み出すからである。実際、本論文では、近世～
近代にかけて出稼ぎ地帯として知られながらその人口動態や構造の実態がほとんど不分明であった
越後地方や、近世期から陸上交通の要であり奉公人労働力排出地域として知られた信州長野地方の
事例研究であることから、分析自身が新事実の発見として人口史研究上大きな貢献として評価されう
る。さらに、分析作業によって明らかになった越後角田浜村の実態が、18～19 世紀における全国有数
の高い人口増加率、小さな飢饉ダメージ（天明・天保の両飢饉）、男性優位の人口構造等といった人
口排出諸条件を満たすものであったこと、さらに、その村外出稼ぎが「大工」や「木挽き」といった男性
技能労働者の「帰村を前提とする集団的労働移動」であり、市場を前提とする漁業や畑作という生業
構造に組み込まれたものであったという事実の解明は、イメージとして指摘されていた越後地方の人
口構造や労働力移動の特性を実証的に明らかにした研究貢献として高く評価されるものである。また、
北国街道沿いの信州今井村についても、高い人口増加率と相対的に小さな天明・天保の飢饉ダメー
ジを背景として、恒常的に人口の数パーセントが他所奉公と呼ばれる江戸・上田・松代等への武家奉
公労働力として排出されていたこと、さらに同時に周囲の村落から各種下人奉公人労働力を恒常的
に吸収し続けるという労働力移動の二重性がみられ、当時の農村労働力市場が武家奉公と下人奉公
といういわば「格」の異なる市場であったことを明らかにした点において、これまでほとんど本格的に検
討されてこなかった当該時期における地域労働力市場と広域労働力移動の性格や構造をめぐる議論
に一石を投ずる研究成果として評価できる。 
もちろん、本論文には、欠損史料データを補う人口変動シミュレーションの可能性、近世的な幕藩
体制社会における人口支配秩序制度との関連付け、労働力移動や労働力市場に関する理論的な位
置付け、事例地域の日本全域の中での位置付け、近年次々に提示されつつある多様な人口史分近
方法との関連、国際比較的な視点の問題等々解決されなければならない論点や実証上の不十分さ
が残されている。しかし、それらの問題は、本研究の学問的価値を減じる類いのものではない。本論
文は、独立して研究を行うために必要な能力を十分に示す、高い水準をもつものとして評価すること
ができる。 
よって、本論文の審査の結果として、博士（経済学）として「合格」と判定する。 
 
